
　初めてニュー・サウス・ウエールズ（New 
South Wales）に植民地の基礎を築いた１７８８年
から、今日までのオーストラリア英語の特徴

を述べてみたい。

　１８世紀、１９世紀の言語状況は現在と比べる

とはるかに単純であった。海外で兵役につい

ている彼等の俗語は、借用したり、されたり

しながら、アメリカ、イギリス、など、外国

軍人の俗語と混ざり合ってきた。さらに、い

ろいろな英語圏の国家間の通信機関が発達し

てくるにつれて、方言から方言への借用がま

すます増大して、英語圏に共通している語彙

を拡張し、豊かなものにした。２０世紀のオー

ストラリア英語の言語状況は、１９世紀に比べ

ると、より複雑で異質のものとなっている。

　アメリカ、イギリス、カナダ、オーストラ

リア、ニュージーランドなどそれぞれ国の英

語表現があるが、これらの国で英語が活字に

なると、どの国の人が書いたものか色別には

難しい。ところが話したりするとすぐわか

る。ということは、発音の相違と独特の表現

にあると思われる。あるオーストラリア人学

者は次のように述べている。『この地球上、

オーストラリアほど広大な地域で方言の存在

しないところは、ほかにない』彼ら同士お互

いの出身地は、言葉のうえからはまったく分

らないという。まさに驚くべき大きな特徴で

ある。

　ではオーストラリア人は皆同じ英語を話し

ているのか、同じ発音をしているのかという

と、じつはそうではない。同じ英語・発音を

してはいない。どの地域にも様々の発音が混

在するという特徴がある。それらは、通常次

の３つに分類される。多数の話者が使う形を
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多い順にあげると、一般オーストラリア英語

（General  Australian）。次に、ブロード・オー

ストラリア英語（Broad Australian）。より少
数派の教養あるオーストラリア人が使う

（Cultivated Australian）がある。最初の Gen-
eral Australian はイギリスの一般市民の英語
に近く、７０％がこれを使用している。Culti-

vated Australianは品格があるとされ、人口の
２０％がこれを使用している。Broad Australian
はオーストラリアなまりの強いもので、ロン

ドンの Cockneyに似ていると言われる程で、
１０％の人が使用している。

　ドーシュ氏（Mr. Dorsch）が言っているよ
うに、あるオーストラリア人は英国南部英語

の発音を身につけて自分たちの言葉をオース

トラリア英語の特徴から逃れようとしてい

る。多くの人たちは、我々は教養ある英国南

部の発音を標準とすべきであると考えてい

る。英国南部英語発音を採用したいと思って

いるオーストラリア人は、オーストラリア英

語発音の特徴に見合う著しい変化だけをとり

入れ、他の点に関して彼らは完全にオースト

ラリア流に発音する。要するに、彼らはいろ

いろ混じった発音を使う。

　一般オーストラリア英語の言葉は最も特徴

ある英語の形式である。一般に広くオースト

ラリアにおいて見られるが、オーストラリア

だけにしか見られないということではない。

教養あるオーストラリア英語の言葉は女子学

生の間で見られる。その使用は専門職や商業

を営む人たちが多い。中・高校の教員は一般

オーストラリア英語（General Australian）を

話す。ということは一般オーストラリア英語

の使用する割合は確実に増えるものと考えら

れる。『教養あるオーストラリア英語話者は、

ある番組では一般オーストラリア英語の使用

を認め、また勿論、普通の市民が自分たちの

言葉で喋る番組では３変種共総て受け入れる

のだが、一般の放送で自分たちの使っている

言葉の変種が使われているものを当然聞きた

がっている。あらゆる階級のオーストラリア

人とのインタビューで、放送局は一般オース

トラリア英語とブロード・オーストラリア英

語の声をしばしば大衆に流した。国会の実況

中継放送では、教養あるオーストラリア英語

は、一般オーストラリア英語のいずれよりも

ずっと使われていない』（１）

　一方特徴あるオーストラリア英語が今日の

ように定着するように至った経緯を考えてみ

ると、オーストラリア英語の話し方は、『国

民的な劣等感あるいは心理的な抑圧によって

生まれたものだという意見がある』（２）

　しかし、どのようにしてオーストラリア人

が用いる英語を生み出したのかを例証するの

は容易なことではない。そして、アボリジ

ニー語が影響したことはいうまでもない。

　アメリカ人の書いたものの中に『彼らの英

語はロンドンの街角で聞く英語に大変似てい

る』とあり、アメリカ人からしてもイギリス

英語に近いことがわかる。

　イギリス人にしてみればオーストラリア英

語はすぐ理解できる。又、オーストラリア人

学者は、『この地球上、オーストラリアほど

広大な地域で方言の存在しないところは、他

にない』と言う。確かに、出身地などは言葉

の上からでは同じオーストラリア人でも分ら

ないという。

　デイニング氏は、著書『オーストラリアの

風景』（The Australian Scene）の気候に関する
章の中で、オーストラリアの発音について述

べている。「オーストラリア人のだらしない

言葉が気候による身体的なだるさと結びつい

ていることは疑いのないことである。」（３）し

かし、オーストラリア人の言葉が果たして気

候の影響だと判断できるだろうか。オースト

ラリア人は子音の場合は英国人と変わらな
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い。

　lや hの音が消滅することがある。例えば、

only［∂uni］、half［aÆf］although［§Æ´∂u］。古
くからアクセントは遅いリズムとして見られ

ていた。しかし、アメリカ、やイギリス人と

比べても平均的には決して遅くはない。

　言語は常に変化しており、発音は変わりや

すいものである。これは一つの例であるが、

同じ［¥］でも、アメリカ的な［¥］とオース

トラリアの［¥］との違いを認めざるを得な

い。これは［¥］が中央母音化されるか否かに

よる。主として言語分岐によるものである。

　教養あるオーストラリア英語と一般および

ブロード・オーストラリア英語との間に見ら

れる一定かつ体系的な相違は、とくに母音核

（vowel nuclei）の質的相違は、起源の相違に
よって説明できる。これらが共通して持って

いる特徴は、オーストラリアで発展したこと

を示唆している。特徴的なリズムおよび抑揚

は、ブロード・オーストラリア英語の方が、

教養あるオーストラリア英語よりも発達して

いる。こうしたことの総ては推測でしかない

が、それぞれの異形がその発展の途上におい

て他に及ぼしている影響がある。

　ヴィクトリア州ギーロングの女子大学長で

あったサミュエル・マックバーニー氏（Sam-
uel Mcburney）はオーストラリアの言語を広

く観察研究した。彼は明らかに、『良い言葉』

と『コックニー方言』という二つの基準を用

いて考えている彼は、コックニー方言の主な

特徴を次のようにまとめている：

　（１）帯気音の省略と、時折見られるその

間違った挿入。（２）singin’や shillin’のよう
な ingの省略。（３）fateにおける aの改変。
その結果はほとんど biteにおける i に近くな
る（４）hopeにおける oの改変。その結果ほ
とんど howにおける owに近くなる。（５）

cowにおける第一因子の改変。その結果
kyowまたは caow［jj∞ú，jæú］と書かれる。
（６）母音の全体的な引き伸ばし。その結果

として dogは dawgに、coffeeは kawfy等とな
る。（７）母音の間の rの挿入。例えば I saw-

r’-imとなる。
　オーストラリアおよびニュージーランドの

一部では（１），（２），（７）は、英国のあら

ゆる地方で見られるのと同様に頻繁に生じて

いる。（３），（４）はオーストラリアでは良

く耳にするが、ニュージーランドでは滅多に

聞かれない。（５）は、オーストラリアでは

殆ど日常化している。２重母音の最初の部分

は短くなっていることが多く、したがってそ

れを固定するのは困難である。通常の英語で

は、owは sofaの a、nutの u、または father
の aで始まり、wooの oo（eú、ßú、Ωú）と
なって減衰していく。オーストラリアでは

catの a、または getの eで始まり、それが延
長される（ææú）。短母音を引き伸ばす傾向

は、オーストラリアの一部およびタスマニア

で顕著であり、ha nd、da ug（hææd、dAAg）
となる。オーストラリアでは、food，school，
roomにおける ooが奇妙な発達を遂げている
のが観察され、実際の音にはフランス語の

euに似たものが導入されて、［ßún］または恐
らく［œúu］のような２重母音を形成してい
る。

　オーストラリア英語がどのようにして発展

してきたかは、町の言葉（Town  Speech）に

ある。囚人および初期の入植者の大部分（あ

る推定では、一人に対し四人の割）は、町の

出身者であったことはSir Keith Hancockの著
書 Aus-tralia でわかる。その中で彼は町の住
人は、brook（小川）、glade（林間の空き地）、

glen（谷間）、dale（谷）などの言葉を使わな
いだろうと指摘し、羊の飼育や農業に結びつ

いた語彙の多くが減ってしまったのは、町か

らの入植者はたとえそうした言葉を羊飼いな

どから耳にしても、総てを記憶することが出

来ず、一般的な用語からなる基礎的な言葉へ

と切り詰めてしまったからである。

　イングランド、スコットランド、ウエール
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ズの多くの地方のさまざまな言葉の特徴が

オーストラアリア英語には含まれているが、

いずれもイングランド東南部およびアイルラ

ンドから発した要素から比較すると小さなも

のだったと思う。絶えず相互作用を起こしな

がらオーストラリアで一緒になったのであろ

うが、イングランドでは決して起こっていな

い。オーストラリアでは人の移動が絶えず行

われて行く中でオーストラリア英語が発展し

ていったと考えざるえない。オーストラリア

の歴史を見ると、ある中心地が発展し、国内

各地から人々が集まり、大きな人口に膨れ上

がり、その後たちまちのうちに衰退して分散

していくのはきわめてありふれたことであっ

た。こうしたなかで、社会構造それ自体の流

動性があり、これがオーストラリアの言葉の

発展要件となった。１８３０年代にはオーストラ

リア英語は成立していたためゴールドラッ

シュ後という見方は確かではない。アメリカ

では植民地出身の人間と新規の移民たちが、

言語的に相互作用をもたらす集団を含んだ流

動社会の中で一緒になった。こうした人口動

態上の条件によって、現代の一般アメリカ英

語が生み出され、一般オーストラリア英語が

生み出された。しかし、オーストラリアの入

植地ではさまざまな英語のスタイルが成立す

るというアメリカ植民地のようなものは存在

しなかった。

　オーストラリア英語の均一性、すなわち言

語的に一様な言葉を話すのがオーストラリア

である。オーストラリアの教師は言語の形式

に大きな相違があることを気にしない。彼ら

は、はるかに単純なパターンを用いている。

英国とは違って音声、語彙や語形上の相違は

ない。オーストラリアの若者にとって、両親

や仲間の言葉を真似ることで学んできてい

る。しかし、アメリカ的な単語及び語句の借

用は広くある。一般にオーストラリア人は、

アメリカ的な語句をアメリカ的な抑揚で話し

ている。たとえば、Cheeroという別れを告

げる表現は、Good-byeと同じアメリカ的に
発音されている。特に最近、オーストラリア

人の家庭にアメリカのテレビ番組が毎日登場

しているということは確実にアメリカの影響

が強められていることである。

１．語彙

　特徴ある語彙としてあげることができるの

は１８世紀入植以後のもとで、主に話し言葉と

してつかわれてきたものばかりである。その

特徴ある語彙の多くは日常生活に関するもの

であり、話し言葉のレベルで俗語表現の中

に、使用範囲を拡大したりして、現在に至り

用いられている。

　英米人がオーストラリアにやって来ると、

その違いにすぐ気がつくという。そこで、イ

ギリスやアメリカでは使われない語を拾って

みる。

＜日常生活語彙＞

　arvo（午後）

　bickies（お金）
　beaut（素晴らしい）
　bloke（奴）
　crook（よくない、病気の）
　cuppa（コーヒー、紅茶）

　dinkum（本当の）
　cobber（仲間）
　full（酔っ払った）
　cross（不正な）
　sheil（女）

　station（大牧場、農場）
　smoko（休息）
　snitchy（不機嫌な）
　tinny（幸運な）
　jimbang（激しく）

　flaming（途方もない）
　fossick（金儲けの種をあさる）
　goodday（こんにちは）
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　nugget（小さな人・動物）
＜アボリジニ原住民からの借用語＞

　budgere（すばらしい）
　budgerigar（セキセイインコ）
　boomerang（ブーメラン）
　cobbra（頭）
　dingo（野犬）

　humpy（小屋）
　kangaroo（カンガルー）
　koala（コアラ）
　wallaby（ワラビ）
　wombat（ウオンバット）

　womerah（投げ棒）
　アメリカでは使わないというものの中に、

イギリスで使われるものもあり、その逆もあ

る。正式レベルでの単語は少なく、口語やス

ラングが大部分である。

２．イデイオムとスラング

　オーストラリア英語の発展について考えて

おかなければならないことは、オーストラリ

アに最初に来たものたちは、イギリスとは

まったく異なる荒涼とした新天地だったこと

である。人々は教養のない、下層階級の人々

であった。彼等と共にやって来た兵士すらも

同じ下層出身者で、彼らの話す英語が標準的

階層方言でなかったことは推測出来る。つま

り、オーストラリアは元はこのような英語か

らはじまったのである。故国を遠く離れて初

めて見る動植物や過酷な自然現象などについ

て、彼らの中にこれらを正しく命名できる学

者はいなかった。そこで彼らは思い思いに名

前をつけた。今日オーストラリアとイギリス

で同じ動物や植物が違った名前で呼ばれてい

るのはこのためである。今日のオーストラリ

ア英語への発展は移民のごく初期に始まった

と考えられる。オーストラリアにやって来た

移民たちは独特の語法や語彙を懸命に吸収し

た。それが『第五大陸におけるもっとも生気

あふれるスラング』と言われている。１９世紀

末から２０世紀初期にかけて愛国的風潮から、

文学作品にも盛んにオーストラリア英語が用

いられるようになり、第二次大戦以前までに

はイギリス英語とは違ったオーストラリア独

特のイデイオムが確立されるに至った。オー

ストラリアの学者 Sidney Bakerがその名著

The Australian Language（１９９６）に『わが文学
におけるイデイオム』として掲げたものが、

今のオーストラリア英語への評価となってい

る。そこでオーストラリア英語とスラングを

形態的に見ると、次のような特殊な形が観察

される。

１．親しみを表す接尾辞（familiarity）
　単語の語尾に-ie，-yや-oをつけて親しみを
表す俗語を作る。標準語につけることもあれ

ば、短縮したものにつけることもある。

　例えば、

　footy（=football）、righto（=all right）

２．短縮形（shortening）

　アメリカ人によると、アメリカ英語には短

縮形があふれているが、オースラリア英語に

はとてもかなわない。彼らの英語はしゃべる

速記（Verbal shorthand ）と呼ぶのが適切であ
ると言う。確かに短縮形はあるが、彼の言う

ほどではない。

　例えば、

　cuppa（=cup of tea）

３．押韻スラング（rhyming slang）

　元来 rhyming slangはイギリスのもので
あったが、オーストラリアでは第二次大戦の

頃盛んに使われた。２語からなる言葉を、一

語の意味に使う場合が多い。よくある Cap-
tain Cook の Cook［kuk］と look［kuk］の韻

をふみ lookとしているのは有名な話しであ
る。オーストラリア特有のものを分類してみ

る。 
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（１）体に関するもの

　a． bundle of socks（＝ think box）、頭を表

す。

　b． new south（＝ mouth）， New South 
Wales 州の略語。口を表す。

　c． Melbourne pier（=ear）、最も格調ある
都市。耳を表す。

　d． Barney fair（＝ hair）、ロンドン北部の
自治区、barnetの定期市に由来する。
髪の毛を表す。また、here and thereと
も言う。アメリカでは chairの俗語とし
て使われている。

　e． Onkaparinga（＝ finger）、地名で、onka
とも言う。指を表す。

　f． Ned Kelly（＝ belly）有名な強盗の名前。
下層階級では英雄となった。お腹を表

す。

　g． Lewis and Witties（＝ titie ＝ breasts）
１９２０年頃から普及。胸を表す。

　h． fried eggs（＝ legs）アメリカでも使われ
ている。足、すねを表す。

　i． these and those（＝ toe or nose）爪先と

鼻の両方を意味するがどちらを指すか

は前後の文脈で判断する。アメリカで

は clothes（洋服）のことを表す。

（２）身につけるもの

　a． this and that（＝ hat）特にアメリカへ広
まった表現。帽子を表す。

　b． big and hit（＝ shirt）汚れていないシヤ
ツを表す。またthe Jimmy  Brittsとも言
う。Jimmy Brittsとはアメリカのボク

サーのこと。

　c． daisy-roots（＝ boots）南アフリカやア
メリカでも使われることがある。ブー

ツを表す。

　d．Jackie Lancashire（＝ handkerchief）、

Lancashireはイングランド北西部の州。
ハンカチを表す。

（３）食べ物・飲み物

　a． babbling brook（＝ cook）、特に軍隊や未

開拓の奥地での料理を表す。

　 また、crookと韻を踏むことから、詐欺
師の意味もある。

　b． Gunga Din（＝ Gin）、ジンを表す。ま
た、chin（顎）としての意味でも使われ

ている。

　c．squatter’s daughter（＝ water）水 を 表
す。Gunga Din and Squatter’s daughter
水割りジン。

（４）人に関するもの

　a． china plate（＝ mate）仲間を表す。china
と短縮して使われるこの言葉は心から

親しい友達の意味が込められている。

　b． cheese and kisses（＝ missus）、cheese

と短縮されて用いられている。奥さん

を表す。米国にも知られている語。

　c．Jimmy（＝ immigrant）、移住してきた人
を表す。immiと略して、オーストラリ
アでは新しく移住してきた人々のこと

を呼ぶ。

　d． Tom Tart（＝ girl）、sweetheartと押韻し
ている。女の子を表す。

　e． Charlie Wheeler（＝ sheila）、女の子を
表す。元来は sheelaと言い、アイルラ

ンド女性の総称的な名前であった。ち

なみに、男性は paddy。
　f． Mark Foy（＝ boy）、１９世紀後期のロン
ドンにあった運送請負会社の名前。男

の子を表す。

　g． mutton flaps（＝ Japs）、日本人を表す。
第二次世界大戦中、オーストラリアの

軍人たちの間で流行した軽蔑した言い

方。

　h． dink（＝ chink）、中国人を表す。chink

は chinaman のことで、一語そのものが
韻を踏むものを使用する傾向のある現

在のオーストラリア人から生まれた。
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　�．����������	
（＝����）、アメリカ人を表

す。米国軍人のことを���������	とも

言う。第二次世界大戦中の捕虜の間で

流行した。

　�．���������（＝���）、警官を表す。イギ

リスで言う������よりアメリカ英語の

���が使われている。

　�．����������	
��	（＝������）、床屋を表

す。

　�．���������（＝�����）、刑務所の看守を

表す。

３．文法

　イギリスの学者が教養あるレベルで比較し

た場合、オーストラリア英語とイギリス英語

との間に存在する顕著な文法的差異は、きわ

めて僅少であると述べている。しかしなが

ら、細かな点で、特に口語レベルではイギリ

ス英語とはかなり違ったものが見られる。

（１）代名詞の特殊用法

　（�）����：　標準語では��と言うべきとこ

ろ、���を盛んに使う。概して好まし

いことを表す。

　　　例：���’����������	


� 　　（万事オーケーよ）

　（�）���：　非標準的用法であるが、��の代

わりに��を用いる。

　　　例：���������������

� 　　（ビール一本ください）

　（�）�二人称複数の�����，����（�）：　���

に単数、複数の区別がない。オースト

ラリア英語では非標準的用法ながら、

���に��または���をつけて複数にす

る。

　　　例：����’��������������

　　　　　（何をしているの？）

　　　　　����������������������

　　　　　（何処に行くの？）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）文尾に置く���

　標準語法とはみなされないが、接続詞���

が文章の終わりにくることがある。

　例：��’���������������	
��������

� （日差しがあっていいね、すこし寒い

けれど）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）劇的現在（���������	�
�
��）

　英語国どこでもあることだが、過去形にす

べきところを現在形で言う。

　例：����������������	
�������
�������������

�����

� （学校に行ったら先生もっと勉強しろ

だってさ）

� �������������������	

� （私がもらいに行ってきました）

（４）仮定法過去完了

　標準文法で、例えば、������������	．．．．と

すべきところを、������������	
�����
�．．．．

とすることが多い。

　例：�����’�’����������	
������

��������
���

����������’������������

� （警察の来るのを待って、何もしない

でいたら、子供達は逃げてしまっただ

ろう）

（５）代動詞の省略

　助動詞を伴う代動詞��はオーストラリア

では省略する。

　例：���������	��
���


　　　���������	�（����）．下線を省略する。

（６）冠詞の省略

　文頭で不定冠詞と定冠詞が省略されてい

る。

　例：���������	�
����

�����	�
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� （人はすぐに風邪をひく）

　　　���������	��
���
�	����
��
��
���

� （あなたがかかるのは風邪ぐらいのも

のだ）

（７）同格の多用

　会話ではよく用いられる同格（����������）

や外位置（��������	�	�
）はオーストラリア英

語の特徴ともいえる。

　例：���������	����������������������������

���������

� （君の友達のマイクとデパートで会っ

たよ）

（８）特徴ある語句

���：� 若者は次のように言う。����������

�����������	’���������（手紙はなんに

も着いていなかった）

� 本来は�����������	��
�����	����
����

である。この表現は年老いたオース

トラリア人は使用しないが、���に

ストレスを置くと、�������������

������������	
�������’��（いくつか

が着き、いくつかが着かなかった）

となる。

������：�オーストラリア口語英語で非常に頻

繁に用いられる。この形容詞には、

嫌悪、怒り、いらだち、などの感情

表現である。

� 『すごい』『たいへん』などの意味で、

強調語として、また副詞として用い

られている。例えば、����������と

か���������	
などと言うのは口ぐせ

である。オーストラリア人としての

誇示なのかもしれない。

　　　　例：�����������������������

� 　　（彼はめっぽう強そう）

� 　　������’����������������	�
���

����������	��������������������	

� 　　（わたしがしやべっている時は

黙ってよく聞け）

� 特に男同士の会話の初めから終わり

まで意味のない������を用いて話

す。イギリス人は用いないが、彼ら

は代わりにもう少し柔らかい表現の

�����を使う。

　　　　例：���������������

� 　　（この大ばか野郎）

� ところで、この������を����������

���������	
���
����
（オーストラリ

ア的形容詞）と彼らは呼ぶ。アメリ

カでは�������を米語として使うが、

下品なため�������が������にとっ

て替わる傾向がある。又、オースト

ラリア人が発音すると同じようにつ

づったものを������と呼んでいる

が、この語も数多くある。

� ������とスラングは異質であって、

実際にそのつづりどおりに発音され

ているものと誤解されている。

�����：�オーストラリアではチーム名は単数

か複数両方ともありえる。

� 例：�����������	�����������		


� 　　（フットボールチームコリン

ウッドはよい成績です）

� 　　�����������	�������������		
�

� しかし、イギリスでは、チーム名は

必ず複数である。

� 　　���������	������������		


�������：　オーストラリア人らしい表現の

一つに、

� 例：����������������������������	

�����������	
����


�����

� 　　（住所が変更しても同じナン

バーにしてくれない？）

� この場合は�������などと言わず、
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本来は����������である。

�������：　多くのオーストラリア人が言うの

は、

� 例：�����������������������	�
�����
��

��������

� 　　（彼女は中にいるはずはない。

灯が消えているから）

� しかし、�������’��������とか���������

����������と言うのが普通である。

���������	：　南オーストラリで耳にした表現

だが、次のような表現をしている。

� 例：�������’�����������������	�
���
�

���

� 　　（昔ほどビールを飲まなかった

ものだが今は飲むよ）

� これもオーストラリア英語の生き残

りかも知れない。

���と�����：　オーストラリア人でなけれ

ば�����を使うのが当然である。

� 例：����������������������	


� 　　（この事は起きたかも知れない

が）、よく耳にする表現に、

�����������	
�	�	
��������������

� 　　（マンデイーはこれは起きるか

も知れないと言った）

�����と��������：　オーストラリア英語にお

いても、会話の中で省略が見られ

る。������は完全に副詞化して文

頭、文中、文尾に来る事が可能であ

るが、��������	�
��
����は文頭に来

ることしか許されない。

� 例：��������’�������������	
�

� 　　（もしかして彼は料理をするの

が好きかもね）

� 　　��������������������	
���
�
�

���������������	


� 　　（ひよっとして、彼は今まで釣

りをしたことがないんじゃない

の）��������	（そうかもね）

�����������	：　���������の次に��をつけて用い

るのもオーストラリアの特徴であ

る。

� 例：������������	�
�������������	�

������

� 　　（アデレイドはパースと異なっ

ている）

� イギリス英語であれば��でなく

����である。しかし、アメリカ英

語では����を用い、次第にその使

用が増えている。

������������：　この語は������������	
��	��


��������との混合語である。

� 例：�����������������������	���
��
��

����������	��
���	�

� 　　（あなたの考えが何であろうと

も私はそうするつもりです）

� この表現は特にオーストラリアでは

珍しくもないが、アメリカでは珍し

い。

�������：　カナダ人同様にオーストラリア人

は�������で文章を始める。

� 例：�������������������������������

��������	

� 　　（更に三つの問題があります）

�������：　若者達は頻繁に�������を使う。

� 例：��������	�
��
������	��������������

����������	
����
����

� 　　（ビルに鍵がかかっていて、私

たちのものがとれない）

� この�������は��や���������の代用

である。

����（�）：　���の複数で使われている。

�� 横瀬弘幸：オーストラリア英語の特徴

―　５７　―



� 例：����������������������

� 　　（あなたがたは何処に行くとこ

ろですか？）

� 　　�����������������������	


� 　　（君達は今日は何をするの？）

� 中世になって���が単数にも使われ

るようになり、現代では単数の区別

がなくなった。オーストラリア英語

では���に�または��をまた、��を

つけて目立たせている。

������：　オーストラリア人は良いものの比

喩に使う。良好な、順調な、の意味

で形容詞として好んで使う。

� 例：�������������

� 　　（万事オーケー）

� 　　���’�������������

� 　　（心配無用）

� なおこの���は��や���������	の代

用であり、オーストラリア英語の特

徴でもある。

�����：　形容詞としてうまい、名詞として素

晴らしい、立派なこと、などを表わ

す。

� 例：���������	��������

� 　　（このビールはうまい）

� 　　��������	
��
�������．

� 　　（万事うまくいった）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

������　�����：　同意を表わす感嘆詞。（それ

はいい考えだ！）

� また、���������	
に似た表現で同

意、肯定、保証などを表わすものに

���������（そのとうり、よろしい）

や�������（そうしよう、心配する

な）などもオーストラリア英語の特

徴である。

� 例：��������������

� 　　（心配するなよ）

���：と����：　文尾に置く表現も特徴である。

� 例：�����������	�
�	���
�
������

� 　　（日差しがあっていいね、寒い

けど）

� 　　������������	
��
������

� 　　（いわば少々難しいかもしれな

いね）

��：� 名詞、形容詞、動詞としての特徴を

あげてみる。

� 例：名詞として、

� 　　�����������������	�
������������

� 　　（我々はそれをやってみる用意

はできている）

� 　　形容詞として、

� 　　������������	
�����

� 　　（全て準備完了）

� 　　動詞として、

� 　　����������	�
���������
���������

����

� 　　（あの犬に気をつけろ、かみつ

くよ）

���������	
�����
：　相手を誘ったり、意見

を求める言い方として、オーストラ

リ ア で は、���������	
�������
や

���������������	
��の表現がよく使

われる。比較的老若男女が使い珍し

い語法である。

� 例：���������	�����������������	


������������

　　　　　　（あとで、映画に行こうか？）

� 　　���������	
����
��������������

� 　　（仕事を切り上げようか）

��：� 例：�������������������

� 　　（俺の金をよこせ）

� この��は��の意味であり、オース

トラリアの俗語では、しばしば��
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の代わりに��が用いられる。次に

��は、所有格��のことである。

� 彼らは（イギリス人も）友人同士の

くだけた会話では��を［���］と発

音することがしばしばある。そのよ

うに発音していることを表わすため

��とつづることがある。例文の��

はそのようにつづられた��であ

る。����������	��
�（ビール１本くだ

さい）と飲食店で聞くと、いかにも

オーストラリア的であると思う。常

に命令形に用いる場合、����������

と言わない。

�����：　形容詞として、間に合っている、在

庫品などが十分にある、という意味

に用いられている。例えば人を主語

にして、

� 例：�����������������������	
��

� 　　（必要な物は十分ありますか）

� 　　��������������������������	
�

� 　　（みんな間に合っています）

���������：　同意や肯定を表わす感嘆詞で、

意味はその通り、そうとも、よろし

い、などの意味として頻繁に使われ

る。

� 例：������������	�
��
�“����������”

（うまいビールだね）

���：� オーストラリア英語では��や������

�����の代用として頻繁に用いられ

る非人称代名詞である。一般に好ま

しいことや天候を表わす��の代わり

に使われる。

� 例：����������������	

����
��

� 　　（あそこはほんとにいいパブ

だった）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

���：� オーストラリア英語では、実際に

（������），そのように（��）という

意味に使われている。しかし、オー

ストラリアの辞書によると、強調の

���であると言う。

� 例：����������	
����
������
��������

����������	�
����
��	�����������

����������

� 　　（約束を守らないと、彼はきみ

の首を折るよ。うん、彼ならや

りかねないな）

����：� 二人称所有格の意味を持たず、単に

冠詞［�（�），���］のように使われる

ことがある。

� 例：���������	����������������	
�
����

� 　　（彼女は図書館職員タイプじゃ

ないんだ）

� 　　�������������������	
�����������

������������

� 　　（活気のあるところだね、ピッ

ツ街は）
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